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⑦ 「♪→?」 = 「 ～?→～夕」
③ 「夕→?」 ≡ 「´∧～σ→～夕」
⑨ 「♪→?」 = 「夕∧～?→σ」


















































































「2X-1の形 (χ :整数)の数は, どんなとき素数で,どんなとき合成数か?」
① 帰納による観察
笹田昭三 :数学における発見的論理と数学の学習指導
χ    =   1,  2,  3,  4,  5,  6,   7,   8,   9,   10
2χ- 1=   1,  3,  7, 15, 31, 63, 127, 225, 511, 1023
ここまでの観察では,511=7×73,1023=31×33であるから
・ χ=(2, 3, 5, 7):素数のとき, 2/-1は素数である。























円の面積  = 1×三角形 (底辺の長さ:円周,高さ:半径)の面積 ………  ①
球の体積
円  周
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3   15 422_1 2%+1 ………………………②
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1    鬱)推測のテスト
'     もし,②が一般的に真であるとすれば,
■十■+……‐■生計
すなわ抗   =窃等一易等  ……④%+1
























n    =1, 2, 3, 4, 5, 6,………・
1+2+…………+n=1, 3, 6,10,15,21,………
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多面体 : 立方体  四面体  八面体  五角柱  六角柱






















12π    8    16π
4π   4   8π
8π    6    12π
16π    10    20π











Σα     V    2Vπ






V― E tt F=




































318        笹田昭三 :数学における発見的論理と数学の学習指導
② 協2,肋2,ヵε2の関係
図 (H)において,△A′BC≡△ABC,△BアAC≡△DAC,△C′BA=△



















































































(a)の場合 十一→ α ttβtt γ=π   …………
(b)の場合 ― → 2α+2β+2γ=2π≠ π
(b)の場合についても,②のような関係が欲しい。そこで,次のような変形を工夫する。
(b)の場合 十一→ (π~2α)十 (π-2β)十 (π-2γ)三π …… ④
。(a)が成り立つとすれば,α,β,7の代りにそれぞれ π-22,π~2β,π-2γを(a)に代入す
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Ⅳ 数学の生成・ 発展の論理 と数学の学習指導
1.ラカトシュの数学論と数学の生成 。発展の論理




























らば,ラカ トシュの立場は懐疑論的ないし発見的 と規定できよう。またこの立場 は,数学 を歴史的
に見る立場に連なる。ラカ トシュは,このような立場か ら,形式化されない数学が,疑いの余地の
ない確立された定理 を単調に増加 させることによって成長するものでな く,証明 と論駁の論理によ
って,思弁 と批判による推測の絶えざる改良によって成長するものであることを詳細 に示 したので
ある。つまり,ラカ トシュの数学観・ 数学の発展に対する基本的な立場 は,佐々 木氏が述べている
ように,次のようなことになる。











































(a)             (b)             (反例)
次に,大局的反例による推測批判が展開される。まず,反例「 1対の入 り子になった立方体によ
って境界づけられた立体」が提出される。この中空の立体は,第(i)補題を反証すると同時に,V―
E tt F=4となるから,推測の結果も否定する。したがって, これは大局的反例である (局所的反
例でもある)。 さらに,「1辺が共通である2つの四面体」や「1頂点が共通である2つの四面体」


















































① 内容学習の重視 (結果主義 。効率主義)一→ プロセス学習の貧困
② 発見の論理の軽視 ―→ 演繹的論理偏重  `














素 朴 な 検 証
局 所 的 反 例 組 み 立 て 直 し
大 局 的 反 例




















































`r「he best way to learn an activity is perforni it,"
をあげている。9。また,古藤氏は,格言「The best way to learn mathematicsis to do mathematics」
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